（様式１－５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022/4/1改定
安全保障輸出管理チェックリスト（海外からの研究者等の訪問）
記入に当たって不明な点は，産学官連携リスクマネジメント部門（sangakukan-risk@crc.mie-u.ac.jp, 内線6800）までお問合せください。
	記入日
	　　年　　月　　日
	連絡先（E-mail又は内線）
	

	記入者
	所属
	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　印

	研究者等の国籍
	
	研究者等の氏名
	

	訪問期間
	年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日


※の付いている用語については， http://www.crc.mie-u.ac.jp/rm/export/term.htmlで確認ください。
※※の付いている担当窓口については， https://www.crc.mie-u.ac.jp/rm/gakunai/export/window.htmlで確認ください。
Ａ. 「物品」チェック　回答欄の該当箇所に「◯」を記入し，右のフローに従って次のチェック項目に進んでください。
	チェック項目
	回答欄
	フロー

	研究者等に物品（ノートパソコンや日用品などは除きます）を使用させますか？
	［　］はい
	⇒【１】へ

	
	［　］いいえ
	⇒Ｂへ

	
	
	

	【１】使用させる物品のうち，第三者から提供されたもの又は第三者と共有するもの（市販品除く）はありますか？
	［　］はい
	⇒次頁Ａ－①に物品の名称を書き出し【２】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【２】へ

	【２】使用させる物品のうち，他大学・企業等からの転入時に持ち込んだもの（市販品除く）はありますか？
	［　］はい
	⇒次頁Ａ－②に物品の名称を書き出し【３】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【３】へ

	【３】研究者等は，居住者（※)ですか？
	［　］はい
	⇒【４】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【５】へ

	【４】研究者等は，物品の使用に係る技術の日本以外の国（自国含む）への提供を予定していますか？
	［　］はい
	⇒【５】へ

	
	［　］いいえ
	⇒Ｂへ

	【５】使用させる物品のうち，「輸出令別表第一」第１項～第１５項(※)のいずれかに該当する又はその疑義のあるものはありますか？
	［　］はい
	⇒次頁Ａ－③に物品の名称を書き出し【６】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【６】へ

	【６】使用させる物品のうち，「輸出令別表第一」第１６項(※)に該当する又はその疑義のあるものはありますか？
	［　］はい
	⇒次頁Ａ－④に物品の名称を書き出しＢへ

	
	［　］いいえ
	⇒Ｂへ


Ｂ. 「技術」チェック　回答欄の該当箇所に「◯」を記入し，右のフローに従って次のチェック項目に進んでください。
	チェック項目
	回答欄
	フロー

	研究者等に公知でない（学会発表，論文，教科書，特許出願，カタログ，WEB等で公開されていない）技術等（研究成果を含む。以下同様。）を提供しますか？ 
	［　］はい
	⇒【１】へ

	
	［　］いいえ
	⇒下記◆へ

	
	
	


	【１】提供する技術等のうち，第三者から提供されたもの又は第三者と共有するものはありますか？
	［　］はい
	⇒次頁Ｂ－①に技術等の名称を書き出し【２】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【２】へ

	【２】提供する技術等のうち，他大学・企業等からの転入時に持ち込んだものはありますか？
	［　］はい
	⇒次頁Ｂ－②に技術等の名称を書き出し【３】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【３】へ

	【３】研究者等は，居住者（※)ですか？
	［　］はい
	⇒【４】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【５】へ

	【４】研究者等は，提供する技術等の日本以外の国（自国含む）への提供を予定していますか？
	［　］はい
	⇒【５】へ

	
	［　］いいえ
	⇒下記◆へ

	【５】提供する技術等のうち，「外為令別表」第１項～第１５項(※)のいずれかに該当する又はその疑義のあるものはありますか？ 
	［　］はい
	⇒次頁Ｂ－③に技術等の名称を書き出し【６】へ

	
	［　］いいえ
	⇒【６】へ

	【６】提供する技術等のうち，「外為令別表」第１６項(※)に該当する又はその疑義のあるものはありますか？
	［　］はい
	⇒次頁Ｂ－④に技術等の名称を書き出し下記◆へ

	
	［　］いいえ
	⇒下記◆へ


◆　本頁及び次頁の「安全保障輸出管理該非判定（１次審査）願」を，所属部局等の担当窓口（※※）に提出してください。
次頁に記載する内容がない場合は，本頁のみ提出してください。
安全保障輸出管理該非判定（１次審査）願
	提出日
	　　　　年　　月　　日
	所属
	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


	項目
	物品・技術等の名称（品番・型番もあれば明記）
および提供する場合はその相手先の名称

	Ａ.物
品
	Ａ-①
第三者から提供された物品又は第三者と共有する物品
	

	
	Ａ-②
他大学・企業等からの転入時に持ち込んだ物品
	

	
	Ａ-③
「輸出令別表第一」第１項～第１５項に該当する物品（リスト規制該当物品）
	

	
	Ａ-④
「輸出令別表第一」第１６項に該当する物品（キャッチオール規制該当物品）
	

	Ｂ.技
術
	Ｂ-①
第三者から提供された技術等又は第三者と共有する技術等
	

	
	Ｂ-②
他大学・企業等からの転入時に持ち込んだ技術等
	

	
	Ｂ-③
「外為令別表」第１項～第１５項に該当する技術等（リスト規制該当技術）
	

	
	Ｂ-④
「外為令別表」第１６項に該当する技術等（キャッチオール規制該当技術）
	


◆　前頁及び本頁を，所属部局等の担当窓口（※※）に提出し，部局輸出管理責任者（所属部局等の長）の該非判定（１次審査）を
受けてください。
上表に記載する内容がない場合は，前頁のみ提出してください。
安全保障輸出管理該非判定（１次審査）書
	管理番号
	

	審査日
	部局輸出管理責任者（部局長）
	部局担当者

	　　　　年　　月　　日
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
	

	１次審査結果
	［　］取引を承認する。
⇒「写」を輸出管理責任者へ提出。
［　］輸出管理責任者による該非判定・取引審査を要す。

⇒「正本」及び「安全保障輸出管理該非判定（２次審査）取引審査願」を輸出管理責任者へ提出。
□ 取引の相手先に大量破壊兵器又は通常兵器の開発等への関与が懸念される。
□ 取引の用途に大量破壊兵器又は通常兵器の開発等のおそれがある。
□ 不明・疑義がある。
　　　不明・疑義の内容：
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